	様式番号
	記載する事項
	添付資料

	施設整備計画-1

（災害対策施設であることの特性をふまえた施設）
	コード番号
	必須項目確認事項
	評価点評価ポイント
	

	
	2-1-1-1
	建築物の全ての部分が自然公園法に適合した区域に計画していることが示されていること。
	・河川区域内に設置する施設であることをふまえた河川管理上の安全対策、維持管理対策が適切に示されているか。
・「河川利用情報発信施設・水辺交流センター」が、「災害時」において「平常時」からの機能の移行が合理的かつスムーズに行える施設整備計画の提案が優れているか。
	添付資料

施設整備③　配置図
施設整備④　建築施設平面図

	
	2-1-1-2
	河道内に設置する河川環境施設は河川の増水に伴い冠水することがあることを前提とした維持管理計画が示されていること。
	
	

	
	2-1-1-3
	河川環境施設の佐原河岸の係留桟橋及び舟運発着所桟橋の構造は河川水位の変動や洪水時に流水の阻害等河川管理上支障のない構造で計画していることが示されていること。
	
	

	
	2-1-1-4
	「必要諸室の設計条件一覧表」に示す「室名等」の「災害時」「平常時」の双方の機能についての計画が示されていること。
	
	

	
	2-1-1-5
	災害時の仮眠室として待機室（防災教育常設展示室1）と河川情報室（防災常設教育展示室2）と合わせて30人程度が利用可能なまとまったスペースが確保されていることが示されていること。
	
	

	


＜施設整備計画-1の記入上の留意点＞必須項目確認事項が確認出来る説明文又は添付資料を添付すること。

2-1-1-1：添付資料施設整備③により自然公園法に適合した区域に計画しているかを説明する。

2-1-1-2：河道内に整備する河川環境施設（利用ゾーン（親水）（湿地）、佐原河岸）ごとの、増水に伴い冠水することを考慮した整備方針を記載すること。

2-1-1-3：係留桟橋・舟運発着所の構造について、河川水位の変動や洪水時対応についての考え方（概略説明図等可）等を記載すること。なお当該地点付近の水位は以下のとおりである。

　　　　過去１１年間平均の渇水位：Ｙ.Ｐ.+０．９５ｍ　平水位：Ｙ.Ｐ.+１．１１ｍ　豊水位：Ｙ.Ｐ.+１．１７m　計画高水位：Ｙ.Ｐ.+４．８７４ｍ

2-1-1-4：添付資料施設整備④建築施設平面図に、室名（非常時・平常時）を記載し、主な施設（災害対策支援室、待機室、河川情報室、水防従事者案内所、水防従事者休憩室、情報収集室、屋外水防従事者用便所、水防従事者控室）について平常時から災害時への機能移行の考え方を記載すること。

2-1-1-5：災害時の待機室・河川情報室と防災教育常設展示室内部の機能の移行方針について記載すること。（概念図、イメージ図等可）。
	様式番号
	記載する事項
	添付資料

	施設整備計画-2

（都市再生に寄与する施設）


	コード番号
	必須項目確認事項
	評価点評価ポイント
	

	
	2-2-1-1
	エントランス広場は利用者の便に供するよう開放することについての計画が示されていること。
	・佐原地域の都市再生に寄与するよう、施設利用者と地域住民とがふれあい、親しみやすく便利でかつ安全な施設としての提案が優れているか。
	添付資料

施設整備③　配置図

	
	2-2-1-2
	施設利用者や地域住民も利用可能な屋外展示スペースや緑地スペースを設け、施設利用者と地域住民とのふれあいを可能とする空間づくりについての計画が示されていること。
	
	

	
	2-2-1-3
	施設利用者にとってわかりやすい施設環境を確保するための室名表示板、各種案内板などのサイン計画が示されていること。
	
	

	
	2-2-1-4
	堤防天端より堤内地側の歩道･広場･駐車場部分、大型駐車場から施設への横断部分には、夜間の歩行に支障がない照度を確保する計画が示されていること。
	
	

	


＜施設整備計画-2の記入上の留意点＞必須項目確認事項が確認出来る説明文又は添付資料を添付すること。

・2-2-1-1：添付資料施設整備③配置図について、エントランス広場の配置方針を記載すること。

・2-2-1-2：添付資料施設整備③配置図について、施設利用者や地域住民も利用可能な屋外展示スペースや緑地スペース、施設利用者と地域住民とのふれあいを可能とする空間の計画方針を記載すること。

・2-2-1-3：室名表示板、サイン計画の考え方について記載すること。

・2-2-1-4：堤防天端より堤内地側の歩道･広場･駐車場部分の照明計画についての方針を記載すること。

	様式番号
	記載する事項
	添付資料

	施設整備計画-3（1）

（地域の風景や、歴史と伝統に配慮した景観の創出）
	コード番号
	必須項目確認事項
	評価点評価ポイント
	

	
	2-3-1-1
	「水郷筑波国定公園第３種特別地域」で規制される行為（建築物の新築、改築又は増築）に示す条件が許可基準内であることが示されていること。
	・水郷筑波国定公園に指定された利根川の景観との調和についての提案が優れているか。
・佐原ドックなどの歴史的環境との調和や小野川周辺の伝統的建造物群に代表される地域との関わりについての提案が優れているか。

・川を意識した(川に開かれた)施設及び配置の提案が優れているか。
	添付資料

施設整備③④⑤⑥

配置図、建築施設平面図

建築施設立面図、建築施設断面図

施設整備⑩⑪

鳥瞰図

	
	2-3-1-2
	水郷筑波国定公園特別地域に指定された利根川の景観に配慮した検討が示されていること。
	
	

	
	2-3-1-3
	業務要求水準書第２章１節２「国土交通省所管公共事業における景観検討の基本方針（案）（景観評価システム試行事業）／佐原広域交流拠点整備事業の景観整備方針」をふまえた検討が示されていること。
	
	

	
	2-3-1-4
	小野川周辺の伝統的建造物群保存地区に代表される利根川と地域の関わりや、佐原ドックなどの歴史的環境との調和に配慮し、利根川とともに発展してきた佐原の魅力を高める新たな広域交流拠点の景観の創出について検討が示されていること。
	
	

	


＜施設整備計画-3（1）の記入上の留意点＞必須項目確認事項が確認出来る説明文又は添付資料を添付すること。

・2-3-1-1：添付資料施設整備③配置図及び④建築施設平面図、施設整備⑤建築施設立面図、施設整備⑩⑪鳥瞰図について、水郷筑波国定公園第3種特別地域による建物形態の規制条件との適合性を記載すること。

・2-3-1-2：添付資料施設整備③配置図及び④建築施設平面図、施設整備⑤建築施設立面図、施設整備⑩⑪鳥瞰図について、水郷筑波国定公園に指定された景観への配慮方針について記載すること。

・2-3-1-3：添付資料施設整備③配置図及び④建築施設平面図、施設整備⑤建築施設立面図、施設整備⑩⑪鳥瞰図について、「佐原広域交流拠点整備事業の景観整備方針」の「①当該事業における景観形成の目標像」についての以下の２点についての方針を記載すること。

ａ利根川を背景とした水郷佐原の大パノラマを感じる水辺景観づくり　　ｂ利根川との密接な関りを継承する水辺景観づくり
・2-3-1-4：添付資料施設整備③配置図及び④建築施設平面図、施設整備⑤建築施設立面図、施設整備⑩⑪鳥瞰図について、本施設の利用と密接に関連する「小野川周辺の町並み景観」との関連性についての考え方を記載すること。

	様式番号
	記載する事項
	添付資料

	施設整備計画-3（2）

（地域の風景や、歴史と伝統に配慮した景観の創出）
	コード番号
	必須項目確認事項
	評価点評価ポイント
	

	
	2-3-2-1
	河川環境施設の「ふれあい水路・水辺」は業務要求水準書第2章5節2（表-13）に示す水深毎の面積が確保されカヌー等が利用可能な構造で水路全体の安全管理やヨシ等の水生植物の繁茂・侵入に対して配慮した計画が示されていること。
	・利根川の自然環境への配慮と安全で良好な水辺環境の形成への提案が優れているか。
	添付資料

施設整備⑧⑨
利用ゾーン（親水）
平面計画図、断面図

	
	2-3-2-2
	河川環境施設の「ボードウォーク」は業務要求水準書第2章5節2（表-13）に示す河川マリーナの環境を演出し、景観、安全対策、耐久性、維持管理を考慮した構造、形態、素材についての検討が示されていること。
	
	

	


＜施設整備計画-3（2）の記入上の留意点＞必須項目確認事項が確認出来る説明文又は添付資料を添付すること。

・2-3-2-1：河川環境施設（利用ゾーン(親水)）の整備方針について記載すること（水路、敷地造成の考え方、水路の活用方法の考え方等について文章、イメージ図等で記載すること）

・2-3-2-2：ボードウォークの景観対策、安全対策、耐久性、維持管理性を考慮し、概略の構造、形態、素材がわかるイメージ図等を記載すること。

	様式番号
	記載する事項
	添付資料

	施設整備計画-4

（各建築や施設の一体的な機能と良好な地域環境の維持・形成）


	コード番号
	必須項目確認事項
	評価点評価ポイント
	

	
	2-4-1-1
	車両倉庫・河川利用情報発信施設・水辺交流センターの国所有分と香取市所有分はゾーン区分し、明確に区分出来るように配置されていることが示されていること。
	・各建築や施設（付帯施設（付帯事業）を含む）の連携による相乗効果や機能の統一性についての提案が優れているか。
・施設の動線計画は、各室の機能、業務内容等を十分考慮して、わかりやすさ、安全性及び利便性についての提案が優れているか。
	添付資料

施設整備④

建築施設平面図

施設整備⑦

動線計画図

	
	2-4-1-2
	施設利用者、職員、物品等の搬出入、廃棄物の搬出等の動線が適切に分離されて計画していることが示されていること。
	
	

	
	2-4-1-3
	施設の避難経路は簡明なものとし、二方向避難の確保、施設利用者の避難に配慮して計画していることが示されていること。
	
	

	
	2-4-1-4
	業務要求水準書第２章２節３（4）「交差点及び市道、河川防災ステーション場内道路」に示す条件を考慮して検討していることが示されていること。
	
	

	
	2-4-1-5
	施設のエントランスは利用者の安全性の確保、駐輪・駐車施設への出入りの安全性の確保、周辺施設の利用者の安全性に配慮して計画していることが示されていること。
	
	

	
	2-4-1-6
	高齢者、身体障害者等全ての施設利用者が安心・安全かつ快適に利用できるユニバーサルデザインについての計画が示されていること。
	
	

	


＜施設整備計画-4の記入上の留意点＞必須項目確認事項が確認出来る説明文又は添付資料を添付すること。

・2-4-1-1：車両倉庫・河川利用情報発信施設・水辺交流センターの国所有分と香取市所有分について、添付資料施設整備④建築施設平面図についての考え方を記載すること。

・2-4-1-2～2-4-1-5：施設全体の動線について、施設利用者、職員、物品等の搬出入、廃棄物の搬出の動線について、添付資料施設整備④建築施設平面図、施設整備⑦動線計画図についての考え方を記載すること。

・2-4-1-6：ユニバーサルデザインによる施設整備方針について記載すること。

	様式番号
	記載する事項
	添付資料

	施設整備計画-5

（ライフサイクルを通してのコスト及び環境負荷の低減）
	コード番号
	必須項目確認事項
	評価点評価ポイント
	

	
	2-5-1-1
	過度に高価な建材や設備の使用を控え、維持管理費用の低減にも配慮し、長寿命でライフサイクルコストの低減が期待できる計画が示されていること。
	・ライフサイクルを通しての環境負荷の低減への提案（地域資源の活用提案を含む）が優れているか。
	

	
	2-5-1-2
	業務要求水準書第２章４節３（3）④機械設備の空調設備は各室（複数の室が空間的に一体の場合はこれらを合わせたもの）ごとに個別の運転可能なものとなっていることが示されていること。
	
	

	
	2-5-1-3
	業務要求水準書第２章４節１（4）「環境負荷の低減」に示す本施設の建設、運用及び廃棄に至るライフサイクルを通して、長寿命、使用材料等の適正使用及び処理、エコマテリアルを活用して、省エネルギー・省資源、環境負荷の低減、ＣＯ2の発生を抑制し、環境保全に配慮した検討が示されていること。
	
	

	


＜施設整備計画-5の記入上の留意点＞必須項目確認事項が確認出来る説明文等を記載すること。

・2-5-1-1：ライフサイクルコストの低減に配慮した設計方針について記載すること。

・2-5-1-2：空調設備の運転系統について記載すること。

・2-5-1-3：ライフサイクルを通じて、長寿命、使用材料等の適正使用及び処理、エコマテリアル、省エネルギー・省資源を活用して、環境負荷の低減、ＣＯ2の発生の抑制など環境保全への配慮方針について記載すること。

	様式番号
	記載する事項
	添付資料

	施設整備計画-6（1）

（適切な設計･建設･工事監理）


	コード番号
	必須項目確認事項
	評価点評価ポイント
	

	
	2-6-1-1
	業務要求水準書第２章４節３表-7「設計業務対象施設の概要」に示す施設及び表－８「必要諸室の設計条件一覧表」に示す各室ごとの所要面積(延べ床面積)が確保されていることが示されていること。
	・施設の全体配置計画及び車両倉庫・河川利用情報発信施設・水辺交流センター・地域交流施設は、利用形態と適切に整合し機能性に優れた配置計画、平面計画が提案されているか。
・施設の全体配置計画、平面計画は周辺環境を活かした優れた計画が提案されているか。

	添付資料

施設整備①②

コスト検証①②

施設整備③④⑤⑥
配置図、建築施設平面図

建築施設立面図、建築施設断面図

施設整備⑫

飲食施設（郷土料理体験コーナー）整備計画

	
	2-6-1-2
	「車両倉庫・河川利用情報発信施設・水辺交流センター」、「地域交流施設」はそれぞれ１棟（車両倉庫、河川利用情報発信施設の建設機械倉庫は別棟可とする）の建築物として計画していることが示されていること。
	
	

	
	2-6-1-3
	施設の配置は施設の規模及び利用形態を勘案して配置することについての検討が示されていること。
	
	

	
	2-6-1-4
	施設配置は周辺の自然環境及び河川環境、都市環境に配慮することについての検討が示されていること。
	
	

	
	2-6-1-5
	地域交流施設の地域振興施設のうち物販施設（地場産品展示販売施設）は交通安全施設の利用者が利用しやすい配置についての検討が示されていること。
	
	

	
	2-6-1-6
	地域交流施設の地域振興施設のうち飲食施設（郷土料理体験コーナー）は隣接する物販施設（地場特産品展示販売施設）の利用者等が利用しやすい配置についての検討が示されていること。
	
	

	


＜施設整備計画-6（1）の記入上の留意点＞必須項目確認事項が確認出来る説明文又は添付資料を添付すること。

・2-6-1-1：建築施設毎の所要面積表を記載すること。

・2-6-1-2、2-6-1-3：「車両倉庫・河川利用情報発信施設・水辺交流センター」、地域交流施設の配置計画について、添付資料施設整備③配置図、施設整備④建築施設平面図、施設整備⑦動線計画図についての考え方を記載すること。

・2-6-1-4：全体の施設配置計画・平面計画と、周辺の自然環境、河川環境、都市環境への配慮方針について記載すること。

・2-6-1-5：物販施設の配置方針及び平面計画方針について記載すること。（レイアウトイメージ図等可）

・2-6-1-6：飲食施設（郷土料理体験コーナー）の配置方針及び平面計画方針について記載すること。（レイアウトイメージ図等可）

	様式番号
	記載する事項
	添付資料

	施設整備計画-6（2）

（適切な設計･建設･工事監理）


	コード番号
	必須項目確認事項
	評価点評価ポイント
	

	
	2-6-1-7
	業務要求水準書第２章２節３（2）「地質・地盤条件」に示す条件をふまえることについての検討が示されていること。
	・地盤・地質条件の特性をふまえた提案が優れているか。又、建物の改修、改善が容易に出来る提案がされているか。

	

	
	2-6-1-8
	業務要求水準書第２章４節１（2）「長期耐用性の確保」に示す「施設は、大規模な修繕を行わずに概ね４０年、構造体力上必要な性能が確保できること」が示されていること。

又、建物の改修、改善が容易に出来る考慮についての検討が示されていること。
	
	

	
	2-6-1-9
	業務要求水準書第２章４節１（5）「耐震性の確保」に基づく方針が確認されているか。
	
	

	
	2-6-1-10
	基礎構造は「杭基礎とする」ことを確認していることが示されていること。
	
	

	


＜施設整備計画-6（2）の記入上の留意点＞必須項目確認事項が確認出来る説明文等を記載すること。

・2-6-1-7：残留沈下対策についての考え方を記載すること。

・2-6-1-8：耐用年数40年以上への対応方針及び建物の改修・改善についての考え方を記載すること。

・2-6-1-9：耐震性確保への対応方針についての考え方を記載すること。

・2-6-1-10：基礎構造の方針についての考え方を記載すること。

	様式番号
	記載する事項
	添付資料

	施設整備計画-6（3）

（適切な設計･建設･工事監理）


	コード番号
	必須項目確認事項
	評価点評価ポイント
	

	
	2-6-1-11
	業務要求水準書第２章４節１（8）「高度情報化への対応」に示す検討が示されていること。
	・利用ニーズの変化や情報施設等の変化に柔軟に対応可能な優れた計画が提案されているか。
・施設の細部計画が地域性、利用性、防犯性等具体的で優れた計画が提案されているか。


	

	
	2-6-1-12
	行政ニーズ、社会情勢の変化、情報通信機器の導入に伴う建築空間の利用状況の変化への対応方針についての検討が示されていること。
	
	

	
	2-6-1-13
	主要なエントランス部分での風除室の強風対策についての検討が示されていること。
	
	

	
	2-6-1-14
	周辺の住宅との間で相互にプライバシーに支障を生じないよう配慮することについての検討が示されていること。
	
	

	
	2-6-1-15
	施設の防犯性に対しての配慮への検討が示されていること。
	
	

	


＜施設整備計画-6（3）の記入上の留意点＞必須項目確認事項が確認出来る説明文等を記載すること。

・2-6-1-11：高度情報化への対応方針について、業務要求水準書Ｐ25及びＰ44をふまえて、高度情報機器対応の館内ＬＡＮ設備等の考え方を記載すること。

・2-6-1-12：行政ニーズ、社会情勢の変化、情報通信機器の導入に伴う建築空間の利用状況の変化への対応方針について、業務要求水準書Ｐ25をふまえて記載すること。

・2-6-1-13：風除室の配置する入り口部分について記載すること。

・2-6-1-14：周辺住宅のプライバシー対策について記載すること。

・2-6-1-15：施設の防犯対策について記載すること。

	様式番号
	記載する事項
	添付資料

	施設整備計画-6（4）

（適切な設計･建設･工事監理）


	コード番号
	必須項目確認事項
	評価点評価ポイント
	

	
	2-6-2-1
	業務要求水準書第１章６節４「設計／建設業務のスケジュール」に適合していることが示されていること。
	・工程計画が合理的で実現性が高く優れた提案となっているか。

・高水敷、堤防表法面の工事が出水期を避けて適正に検討されているか。
・施工中の安全確保及び環境保全についての提案が優れているか。
	

	
	2-6-2-2
	業務要求水準書第２章５節１．(1)「河川区域内に伴う要件」に示す「高水敷、堤防法面は、河川の増水に伴い冠水することがあるため、出水期における施工を原則として行わない」ことに適合していることが示されていること。
	
	

	
	2-6-3-1
	業務要求水準書第２章６節３．(4)「工事に関する事項」に示す「施工中の安全確保及び環境保全について」に示す検討が示されていること。
	
	

	


＜施設整備計画-6（4）の記入上の留意点＞必須項目確認事項が確認出来る説明文等を記載すること。

・2-6-2-1：工程計画表を示し、工程計画上の特徴を説明する。業務要求水準書第１章６節４「設計／建設業務のスケジュール」をふまえた事業契約～引渡しまでの工程計画を記載すること。

・2-6-2-2：堤外地の工事は原則として出水期（６月～１０月）に行わないことが検討されているかを記載すること。

・2-6-3-1：施工中の安全確保及び環境保全方策について記載すること。

（添付資料　施設整備①）＜コスト検証①＞
	記載する事項

	コスト検証

	提案のコスト面からの検証を行うために表の事項を記載すること。表は参考であり、事業者の設定によりとりまとめて良い。

	記載された数量及び価格の説明が必要な場合は、添付資料を作成すること。

	なお、記載された数量及び価格と要求水準との関係の説明を求める事がある。

	項　　　　　　目

価格（百万円）

備　考

測量・調査費

設計費

建築

土木

工事監理費

建築

土木

建設工事費
直接工事費

建築

・設備

建築・設備合計

建築

車両倉庫・河川利用情報発信施設

建設機械倉庫

水辺交流センター

地域交流施設

（建築工事小計）

電気設備工事

冷暖房衛生設備工事

土木

土木合計

堤防（車両用坂路、歩行者用坂路、広域自転車道）

車両倉庫・河川利用情報発信施設・水辺交流センター用地

地域交流施設の用地
エントランス広場

修理ヤード

河川環境施設

利用ゾーン（親水）

利用ゾーン（湿地）

佐原河岸
供給処理施設（電気設備工事除く）

その他(サイン・湿地フロート・車止め・フェンス)

（外構土木工事小計）

外構電気設備工事

共通費

建設工事共通仮設費

建設工事現場管理費

建設工事一般管理費

合計


	＜コスト計画の考え方＞




＜コスト検証①の様式作成に当たっての注意事項＞

1）価格は百万円未満を四捨五入で記入する。

2）消費税を除いた価格とする。
（添付資料　施設整備②）＜コスト検証②＞

	記載する事項

	コスト検証

	施設整備計画の提案のコスト面からの検証を行うために表の事項を記載すること。表は参考であり、事業者の設定によりとりまとめて良い。

	記載された数量及び価格の説明が必要な場合は、添付資料を作成すること。

	なお、記載された数量及び価格と要求水準との関係の説明を求める事がある。

	施設名称ごとにコスト概要を記入する。

	＜主なコスト概要＞

土木工事

施設名称

項目

数量

単位

単価（円）

金額

堤防

小計

車両用坂路

㎡

歩行者用坂路(ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ)

㎡

広域自転車道

㎡

車両倉庫・河川利用情
報発信施設・水辺交流センター用地

小計

車両倉庫前面ヤード

㎡

職員駐車場

㎡

建設機械展示場

㎡

歩行者空間及び植栽空間

㎡

オープンデッキ

㎡

地域交流施設用地
小計

交通安全施設

駐車場

㎡

歩行者空間及び植栽空間

㎡

エントランス広場

㎡

修理ヤード

㎡

河川環境施設
利用ゾーン(親水)
小計

ふれあい水路・水辺

ｍ3
観察用通路・礫場

㎡

カヌー乗り場

㎡

河川敷臨時駐車場
㎡

利用ゾーン(湿地)

観察用通路

㎡

佐原河岸
小計

ボートヤード

㎡

係留桟橋

㎡

舟運発着所

㎡

水辺広場

㎡

ﾎﾞｰﾄﾞｳｫｰｸ

㎡

転落防止柵

㎡

散策路

㎡

供給処理施設

小計

排水設備

式

給水設備

式

その他（※項目は参考）
小計

サイン

基

ふれあい水路安全対策
箇所

車止め

基

フェンス

m

外構電気設備工事
照明設備

式

直接工事費合計

建築・設備

施設名称

項目

数量

単位

単価（円）

金額（千円）

建築工事

車両倉庫・河川利用情報発信施設

㎡

仮設工事

式

躯体工事

式

外部仕上工事

式

内部仕上工事

式

建設機械倉庫

㎡

仮設工事

式

躯体工事

式

外部仕上工事

式

内部仕上工事

式

水辺交流センター

㎡

仮設工事

式

躯体工事

式

外部仕上工事

式

内部仕上工事

式

地域交流施設
㎡

仮設工事

式

躯体工事

式

外部仕上工事

式

内部仕上工事

式

電気設備工事

車両倉庫・河川利用情報発信施設

式

建設機械倉庫

式

水辺交流センター

式

地域交流施設
式

共通工事

式

冷暖房衛生設備工事

車両倉庫・河川利用情報発信施設

式

建設機械倉庫

式

水辺交流センター

式

地域交流施設
式

共通工事

式




＜コスト検証②の様式作成にあたっての注意事項＞　

1）価格は千円未満を四捨五入で記入する。　

2）消費税を除いた価格とする。直接工事費のみを記入する。
（添付資料　施設整備③）＜配置図＞

	記載する事項

	配置図1/2,500（施設全体の配置概要がわかるように記載すること）（着色可）

	


＜配置図の様式作成にあたっての注意事項＞　

・建物各部の建築用地限界からの距離、各棟間の離れ距離を明記すること。

（添付資料　施設整備④）＜建築施設平面図＞

	記載する事項

	建築施設平面図、1/300（着色可）各階平面図とする

	


＜建築施設平面図の様式作成にあたっての注意事項＞　

・室名・面積（非常時・平常時）、客出入り口、従業員出入り口を記載すること。

・国と市の管理区分線を記載すること。

（添付資料　施設整備⑤）＜建築施設立面図＞

	記載する事項

	建築施設立面図、1/300（着色可）４面（方向）とする

	


＜建築施設立面図の様式作成にあたっての注意事項＞　

・各部の仕上げを示すこと。

（添付資料　施設整備⑥）＜建築施設断面図＞

	記載する事項

	建築施設断面図、1/300　

	主要部断面図　３面以上とする（国施設、水辺交流センター、地域交流施設）

	


＜建築施設断面図の様式作成にあたっての注意事項＞　

・主要室の天井高さ、建物高さを記入すること。

（添付資料　施設整備計画⑦）＜動線計画図＞

	記載する事項

	車両、歩行者等の各種動線計画図1/2,500

	


＜動線計画図の様式作成にあたっての注意事項＞　

・災害対策車両、従業員利用車両、搬出入車両、施設利用者・施設利用車両、レンタサイクル等の動線を記載すること。

（添付資料　施設整備⑧）＜利用ゾーン（親水）計画平面図＞

	記載する事項

	利用ゾーン（親水）計画平面図、1/1,500　　

	


＜利用ゾーン（親水）計画平面図の様式作成にあたっての注意事項＞　

・利用ゾーン（親水)の配置計画（平面図）を記載すること。

・（添付資料　施設整備⑨）＜利用ゾーン（親水）断面図＞に示す、断面位置を示すこと。

（添付資料　施設整備⑨）＜利用ゾーン（親水）断面図＞

	記載する事項

	利用ゾーン（親水）断面図、1/1,500

	


＜利用ゾーン（親水）断面図の様式作成にあたっての注意事項＞　

・利用ゾーン（親水)の配置計画（断面図（縦、横断））を記載すること。
（添付資料　施設整備⑩）＜鳥瞰図１（鳥瞰パース1）鳥瞰図・北側＞

	記載する事項

	北側（利根川側）から交流拠点全体を鳥瞰

	


＜鳥瞰図１(鳥瞰パース１)鳥瞰図・北側の様式作成にあたっての注意事項＞　

1）参考資料として、北側（利根川側）から交流拠点全体敷地を俯瞰する航空写真があるので、必要な場合には利用可とする。

2）パースの作成方法は任意とする。

（添付資料　施設整備⑪）＜鳥瞰図２（鳥瞰パース2）鳥瞰図・南側＞

	記載する事項

	南側（市街地側）から交流拠点全体を鳥瞰

	


＜鳥瞰図２(鳥瞰パース2)鳥瞰図・南側の様式作成にあたっての注意事項＞　

1）参考資料として、南側（市街地側）から交流拠点全体敷地を俯瞰する航空写真があるので、必要な場合には利用可とする。

2）パースの作成方法は任意とする。

（添付資料　施設整備⑫）＜地域交流施設の飲食施設の整備内容＞

	記載する事項

	地域交流施設の飲食施設（郷土料理体験コーナー）整備計画
	設備、内装、什器・備品整備計画についての基本方針について記載。

	
	設備、内装、什器・備品整備計画の種類、数量、費用について記載。

	
	

	
	

	設備、内装、什器・備品整備計画の基本方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設備、内装、什器・備品整備計画

・設備

・内装

・什器・備品

項目

種類

数量

単位

単価

金額

備考

設備

内装

什器・備品

合計




＜地域交流施設の飲食施設の整備内容の様式作成に当たっての注意事項＞

1）種類は任意とする。





























































































































































































































































